
 

 

平
成
二
十
四
年
四
月
臨
時
会
（
四
月
二
十
七
日
） 

         

長 
野 
広 

域 

連 

合 

議 

会 

会 

議 

録 

   

長 

野 

広 

域 

連 

合 

議 

会 
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平
成
二
十
四
年
四
月
二
十
七
日
（
金
曜
日
） 

出 

席 

議 

員 

（
二
十
七
名
） 

第 
 

一  
 

番 
 
 
 
 
 
 

西 

沢 

利 

一 

議
員 

第 
 

四  
 

番 
 
 
 
 
 
 

中 

野 

清 

史 

議
員 

第 
 

五  
 

番 
 
 
 
 
 
 

小 

林 

義 

直 

議
員 

第 
 

六  
 

番 
 
 
 
 
 
 

岡 

田 

荘 

史 

議
員 

第 
 

七  
 

番 
 
 
 
 
 
 

勝 

山 

秀 

夫 

議
員 

第 
 

八  
 

番 
 
 
 
 
 
 

田 

中 

清 

隆 

議
員 

第 
 

九  
 

番 
 
 
 
 
 
 

塩 

入 
 
 

学 

議
員 

第 
 

十  
 

番 
 
 
 
 
 
 

池 

田 
 
 

清 

議
員 

第 

十
一 

 

番 
 
 
 
 
 
 

小 
林 

義 

和 

議
員 

第 

十
二 

 

番 
 
 
 
 
 
 

原 

田 
誠 

之 

議
員 

第 

十
三 

 

番 
 
 
 
 
 
 

豊 

田 

清 
寧 

議
員 

第 

十
四 

 

番 
 
 
 
 
 
 

佐 

藤 

壽
三
郎 
議
員 

第 

十
五 

 

番 
 
 
 
 
 
 

永 

井 

康 

彦 

議
員 

第 

十
六 

 

番 
 
 
 
 
 
 

田 

沢 

佑 

一 

議
員 

第 

十
七 

 

番 
 
 
 
 
 
 

原 
 
 

利 

夫 

議
員 

第 

十
八 

 

番 
 
 
 
 
 
 

和 

田 

英 

幸 

議
員 

第 

十
九 
 

番 
 
 
 
 
 
 

宮 

島 

祐 

夫 

議
員 

第 

二
十 

 

番 
 
 
 
 
 
 

入 

日 

時 

子 

議
員 

第 

二
十
一 

番 
 
 
 
 
 
 

小 

渕 
 
 

晃 

議
員 

第 

二
十
二 

番 
 
 
 
 
 
 

関 

谷 

明 

生 

議
員 

第 

二
十
三 

番 
 
 
 
 
 
 

水 

谷 
 
 

清 

議
員 

第 

二
十
四 

番 
 
 
 
 
 
 

内 

山 

信 

行 

議
員 

第 

二
十
五 

番 
 
 
 
 
 
 

松 

木 

昭 

一 

議
員 

第 

二
十
七 

番 
 
 
 
 
 
 

西 

沢 

寅 

夫 

議
員 

第 

二
十
八 

番 
 
 
 
 
 
 

久
保
田 

陽 

一 

議
員 

第 

二
十
九 

番 
 
 
 
 
 
 

寺 

島 
 
 

渉 

議
員 

第 

三
十 

 

番 
 
 
 
 
 
 

塚 

田 
 
 

實 

議
員 

 

欠
席
議
員
（
三
名
） 

第 
 

二  
 

番 
 
 
 
 
 
 

加 

藤 

吉 

郎 

議
員 

第 
 

三  
 

番 
 
 
 
 
 
 

寺 

澤 

和 

男 

議
員 

第 

二
十
六 

番 
 
 
 
 
 
 

福 

澤 

惠
美
子 

議
員 

 

説
明
の
た
め
会
議
に
出
席
し
た
理
事
者 

広
域
連
合
長
（
長
野
市
長
） 

 
 

鷲 

澤 

正 

一 

君 

副
広
域
連
合
長 

 
 
 
 
 
 
 

黒 

田 

和 

彦 

君 

会
計
管
理
者 

 
 
 
 
 
 
 
 

雨 

宮 

一 

雄 

君 

須
坂
市
副
市
長 

 
 
 
 
 
 
 

中 

澤 

正 

直 

君 

理
事
（
千
曲
市
長
） 

 
 
 
 
 

近 

藤 

清
一
郎 

君 

理
事
（
坂
城
町
長
） 

 
 
 
 
 

山 

村 
 
 

弘 

君 

理
事
（
小
布
施
町
長
） 

 
 
 
 

市 

村 

良 

三 

君 

理
事
（
高
山
村
長
） 

 
 
 
 
 

久
保
田 

勝 

士 

君 

理
事
（
信
濃
町
長
） 

 
 
 
 
 

松 

木 

重 

博 

君 
小
川
村
総
務
課
長 

 
 
 
 
 
 

染 

野 

隆 

嗣 

君 

理
事
（
飯
綱
町
長
） 

 
 
 
 
 

相 

澤 

龍 

右 

君 
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公
務
の
た
め
欠
席
し
た
理
事
者 

 
理
事
（
須
坂
市
長
） 

 
 
 
 
 

三 

木 

正 

夫 

君 

 

理
事
（
小
川
村
長
） 

 
 
 
 
 

伊 

藤 

博 

文 

君 

 

説
明
の
た
め
会
議
に
出
席
し
た
職
員 

（
事 

務 

局 

職 

員
） 

事
務
局
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

善 

財 

孝 

文 

君 

事
務
局
参
事
兼
環
境
推
進
課
長 

 

土 

屋 

文 

治 

君 

事
務
局
次
長
兼
福
祉
課
長 

 
 
 

若 

林 

今
朝
長 

君 

総
務
課
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

和 
田 

秀 

晴 

君 

環
境
推
進
課
調
整
幹 

 
 
 
 
 

海 
沼 
健 

一 

君 

総
務
課
長
補
佐 

 
 
 
 
 
 
 

新 

井 
芳 
美 

さ
ん 

福
祉
課
長
補
佐 

 
 
 
 
 
 
 

仁 

科 

良 
勇 
君 

福
祉
課
長
補
佐 

 
 
 
 
 
 
 

中 

島 
 

威 
 

君 

環
境
推
進
課
建
設
推
進
室
長 

 
 

相 

澤 

武 

彦 

君 

総
務
課
係
長 

 
 
 
 
 
 
 
 

池 

田 

順 

英 

君 

環
境
推
進
課
係
長 

 
 
 
 
 
 

稲 

葉 

聡 

子 

さ
ん 

環
境
推
進
課
係
長 
 
 
 
 
 
 

長 

野 
 

将 
 

君 

環
境
推
進
課
建
設
推
進
室
係
長 

 

青 

木 

猛 

治 

君 

環
境
推
進
課
建
設
推
進
室
係
長 

 

西 

条 

己
智
男 

君 

環
境
推
進
課
建
設
推
進
室
係
長 

 

宮 

澤 

洋 

一 

君 

環
境
推
進
課
建
設
推
進
室
係
長 

 

桑 

原 

義 

敬 

君 

 

職
務
の
た
め
会
議
に
出
席
し
た
職
員 

総
務
課
長
補
佐 

 
 
 
 
 
 
 

藤 

澤 

勝 

彦 

君 

総
務
課
主
査 

 
 
 
 
 
 
 
 

青 

木 
 

淳 
 

君 

総
務
課
主
事 

 
 
 
 
 
 
 
 

深 

谷 

正 

樹 

君 
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議 
 
 

事 
 
 

日 
 
 

程 

 
一 
開
会
、
開
議 

一 

会
期
の
決
定 

一 

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名 

一 

諸
般
の
報
告 

 

一 

議
案
第
七
号 

 
 
 
 
 
 
 
 

上
程
、
理
事
者
説
明
、
質
疑
・
討
論
・
委
員
会
付
託
省
略
、
採
決 

一 

議
会
第
一
号 

 

上
程
、
決
定 

 

一 

報
告
第
二
号 

 

理
事
者
報
告 

 

一 

広
域
連
合
長
挨
拶 

 

一 

閉
会 

  

午
後
三
時 

開
会 

  

○
議
長
（
岡
田
荘
史
君
） 

た
だ
い
ま
の
と
こ
ろ
、
出
席
人
数
は
二
十
七
名
で
ご
ざ
い

ま
す
。 

よ
っ
て
、
会
議
の
定
足
数
に
達
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
よ
り
、
平
成
二
十
四

年
四
月
長
野
広
域
連
合
議
会
臨
時
会
を
開
会
い
た
し
ま
す
。 

 

午
後
三
時 

開
議 

○
議
長
（
岡
田
荘
史
君
） 

本
日
の
会
議
を
開
き
ま
す
。 

本
日
の
欠
席
通
告
議
員
は
、
二
番 

加
藤
吉
郎
議
員
、
三
番 

寺
澤
和
男
議
員
、

二
十
六
番 

福
澤 

惠
美
子
議
員
の
三
名
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

会
期
の
決
定
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 

本
臨
時
会
の
会
期
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
会
運
営
委
員
会
の
意
見
を
徴
し
ま
し
た

結
果
、本
日
一
日
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

  
 
 
 
 

（「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
岡
田
荘
史
君
） 

異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。 

よ
っ
て
、
会
期
は
本
日
一
日
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

な
お
、
日
程
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
手
元
に
配
布
の
と
お
り
行
い
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
御
了
承
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

次
に
、
会
議
録
署
名
議
員
を
御
指
名
い
た
し
ま
す
。 

四
番 

中
野
清
史
議
員
、
一
七
番 

原
利
夫
議
員
、
以
上
、
二
名
の
方
を
指
名
い

た
し
ま
す
。 

こ
の
際
、
諸
般
の
報
告
を
い
た
し
ま
す
。 

監
査
委
員
か
ら
、
平
成
二
十
四
年
一
月
分
か
ら
三
月
分
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計

の
例
月
現
金
出
納
検
査
の
結
果
に
つ
い
て
、
議
長
の
手
元
に
報
告
書
が
ま
い
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
御
報
告
い
た
し
ま
す
。 

そ
れ
で
は
、
議
事
に
入
り
ま
す
。 

初
め
に
、
議
案
第
七
号
、
副
広
域
連
合
長
の
選
任
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま

す
。 
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理
事
者
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。 

鷲
澤
広
域
連
合
長
。 

 

○
広
域
連
合
長
（
鷲
澤
正
一
君
） 

本
日
、
平
成
二
十
四
年
四
月
長
野
広
域
連
合
議
会

臨
時
会
を
招
集
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
議
員
の
皆
様
方
に
は
、
時
節
柄
何
か
と
お

忙
し
い
中
、
御
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

開
会
に
あ
た
り
ま
し
て
、
本
広
域
連
合
の
本
年
度
の
主
要
事
業
に
つ
き
ま
し
て
、

御
説
明
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

初
め
に
、
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

ま
ず
、
長
野
市
に
計
画
し
て
お
り
ま
す
Ａ
焼
却
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
三
月
末

に
環
境
影
響
調
査
が
終
わ
り
、
地
元
同
意
に
向
け
協
議
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。 

 
 

次
に
、
須
坂
市
に
計
画
し
て
お
り
ま
す
最
終
処
分
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
元
区

か
ら
、
測
量
地
質
調
査
と
生
活
環
境
影
響
調
査
の
実
施
に
つ
い
て
了
解
が
得
ら
れ
ま

し
た
の
で
、
早
急
に
調
査
に
入
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
千
曲
市
に
建
設
し
て
お
り
ま
す
Ｂ
焼
却
施
設
に
係
る
環
境
影
響
評
価
方
法

書
の
審
査
が
、
県
に
よ
り
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

ご
み
処
理
施
設
の
建
設
は
、
本
広
域
連
合
に
と
っ
て
最
重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
。

早
期
に
施
設
建
設
の
地
元
同
意
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
議
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
一
層
の
御
尽
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

次
に
、
高
齢
者
福
祉
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
高
齢
者
福
祉
施
設
の
運
営
は
、
利
用
者
の
高
齢
化
や

要
介
護
度
の
重
度
化
に
伴
い
ま
し
て
、
増
加
す
る
認
知
症
や
医
療
的
ケ
ア
へ
の
対
応

及
び
居
住
環
境
の
整
備
な
ど
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

本
年
度
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
、
広
域
計
画
に
基
づ
き
具
体
的

な
検
討
を
進
め
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
安
全
で
快
適
な
施
設
生
活
の
実
現

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 
 

次
に
、
高
齢
者
福
祉
施
設
の
社
会
福
祉
法
人
化
に
つ
き
ま
し
て
申
し
上
げ
ま
す
。 

平
成
二
十
三
年
十
一
月
の
議
会
に
お
い
て
、
第
一
次
社
会
福
祉
法
人
化
推
進
計
画

に
基
づ
き
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
杏
寿
荘
の
社
会
福
祉
法
人
化
へ
の
移
管
時
期
を

平
成
二
十
六
年
度
と
す
る
こ
と
を
御
報
告
い
た
し
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
、
移
管
す

る
社
会
福
祉
法
人
を
選
定
す
る
た
め
の
選
定
委
員
会
を
設
置
し
、
委
員
会
に
お
い
て

募
集
要
項
と
選
定
基
準
を
定
め
、
そ
の
後
、
公
募
に
よ
り
移
管
先
の
社
会
福
祉
法
人

の
候
補
者
を
選
定
い
た
だ
き
、
十
一
月
中
に
は
移
管
先
法
人
を
決
定
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。 

杏
寿
荘
の
社
会
福
祉
法
人
化
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
利
用
者
及
び
利
用
者
家
族
、

地
域
住
民
を
始
め
、
関
係
者
の
皆
様
に
十
分
御
説
明
を
行
い
、
ま
た
御
相
談
を
し
な

が
ら
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
を
い
た
し

ま
す
。 

次
に
、
長
野
地
域
ふ
る
さ
と
事
業
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。 

十
億
円
の
長
野
地
域
ふ
る
さ
と
基
金
の
果
実
に
よ
り
実
施
い
た
し
て
お
り
ま
す
、

ふ
る
さ
と
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
長
野
地
域
の
魅
力
な
ど
の
情
報
発
信
を
中
心
に

事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
度
は
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
制
作
、
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
、
並
び
に
長
野
地
域
の
素
材
を
活
か
し
た
「
お

み
や
げ
」
の
開
発
な
ど
に
よ
り
、
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
て
、
よ
り
効
果
的
に
長
野
地

域
の
魅
力
を
県
内
外
へ
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
、
長
野
地
域
に
来
て
い
た
だ
き
、
滞
在
し
て
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い
た
だ
く
た
め
の
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
Ａ
Ｃ
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ
、
信
濃

グ
ラ
ン
セ
ロ
ー
ズ
に
、
本
年
度
か
ら
新
た
に
、
信
州
ブ
レ
イ
ブ
ウ
ォ
リ
ア
ー
ズ
を
加

え
、
選
手
と
子
供
た
ち
に
よ
る
交
流
事
業
へ
の
支
援
な
ど
を
通
じ
て
、
さ
ら
な
る
長

野
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
チ
ー
ム
の
応
援
等
を
通
じ
た
地
域
の
一
体
感
の
醸
成

を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

以
上
、
本
年
度
の
主
要
事
業
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
広
域
連
合
の
事
務

事
業
の
推
進
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
構
成
市
町
村
の
協
力
に
よ
り
、
圏
域
の
一
体
的

な
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
議
員
各
位
の

御
支
援
、
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

続
け
て
、
私
か
ら
の
議
案
の
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

議
案
第
七
号
、
副
広
域
連
合
長
の
選
任
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
れ
は
、
去
る
三
月
三
一
日
を
も
ち
ま
し
て
任
期
満
了
と
な
り
ま
し
た
酒
井
登
氏

の
後
任
と
い
た
し
ま
し
て
、
長
野
市
篠
ノ
井
布
施
高
田
六
百
番
地
十
、
黒
田
和
彦
氏

を
選
任
し
た
い
の
で
、
地
方
自
治
法
第
一
六
二
条
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
御
同
意

を
お
願
い
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

な
お
、
黒
田
氏
は
現
在
、
長
野
市
副
市
長
に
就
任
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
を
い
た
し
ま
す
。
以
上
で
す
。 

 

○
議
長
（
岡
田
荘
史
君
） 

以
上
で
説
明
を
終
わ
り
ま
す
。 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

本
件
に
関
し
て
は
、
質
疑
、
討
論
、
委
員
会
付
託
を
省
略
し
て
、
直
ち
に
採
決
に

入
り
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

（「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
岡
田
荘
史
君
） 

異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。 

採
決
に
入
り
ま
す
。 

採
決
を
行
い
ま
す
。 

本
件
を
原
案
の
と
お
り
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
同
意
す
る
こ
と
に
つ
い
て
賛

成
の
諸
君
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 

（
賛
成
者
起
立
） 

 

○
議
長
（
岡
田
荘
史
君
） 

全
員
賛
成
と
認
め
ま
す
。 

よ
っ
て
本
件
は
原
案
の
と
お
り
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
同
意
す
る
こ
と
に
つ

い
て
決
し
ま
し
た
。 

  
 
 
 
 

（
黒
田
副
広
域
連
合
長
入
場
・
着
席
） 

 

○
議
長
（
岡
田
荘
史
君
） 

黒
田
和
彦
副
連
合
長
か
ら
御
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 

黒
田
副
広
域
連
合
長
。 

 

○
副
広
域
連
合
長
（
黒
田
和
彦
君
） 

た
だ
い
ま
、
副
連
合
長
の
選
任
に
つ
き
ま
し
て

御
同
意
を
い
た
だ
き
ま
し
た
、
長
野
市
副
市
長
の
黒
田
和
彦
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

長
野
地
域
は
今
、
十
五
年
ほ
ど
前
に
な
り
ま
し
ょ
う
か
、
長
野
新
幹
線
の
開
通
、
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そ
れ
以
来
、
こ
の
新
幹
線
の
延
伸
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
て
い
る
と
私
は
考
え

て
お
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
中
、
並
行
在
来
線
の
問
題
、
そ
れ
か
ら
、
ご
み
処
理
の
広
域
化
、
あ

る
い
は
社
会
福
祉
施
設
の
民
営
化
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
ご
ざ
い
ま
す
。 

そ
う
い
っ
た
中
で
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
御
指
導
、
御
支
援
を

頂
戴
い
た
し
ま
し
て
職
責
を
全
う
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

改
め
ま
し
て
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

○
議
長
（
岡
田
荘
史
君
） 

次
に
、
議
会
第
一
号
、
長
野
広
域
連
合
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
及
び
補
充
員
選
挙
を
行
い
ま
す
。 

初
め
に
、
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
の
選
挙
を
行
い
ま
す
。 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

選
挙
の
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
方
自
治
法
第
百
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
、
指
名
推
選
の
方
法
を
と
り
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 

（「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
岡
田
荘
史
君
） 

異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。 

よ
っ
て
、
選
挙
の
方
法
は
指
名
推
選
に
よ
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

指
名
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
議
長
に
お
い
て
指
名
す
る
こ
と
に
い
た
し
た
い
と
思

い
ま
す
が
、
こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
（「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
岡
田
荘
史
君
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。 

よ
っ
て
、
議
長
に
お
い
て
指
名
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。 

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
に
、
藤
沢
敏
明
さ
ん
、
水
橋
才
一
郎
さ
ん
、
新
田
信
吉
さ

ん
、
小
林
嗣
さ
ん
、
以
上
の
四
名
の
方
を
指
名
い
た
し
ま
す
。 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

た
だ
い
ま
指
名
い
た
し
ま
し
た
方
を
、
選
挙
管
理
委
員
の
当
選
人
と
定
め
る
こ
と

に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 

（「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
岡
田
荘
史
君
） 

異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。 

よ
っ
て
、
た
だ
い
ま
指
名
い
た
し
ま
し
た
方
々
が
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
に
当
選

さ
れ
ま
し
た
。 

次
に
、
補
助
員
の
選
挙
を
行
い
ま
す
。 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

選
挙
の
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
方
自
治
法
第
百
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
、
指
名
推
選
の
方
法
を
と
り
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん

か
。 

  
 
 
 
 

（「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 
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○
議
長
（
岡
田
荘
史
君
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。 

よ
っ
て
、
選
挙
の
方
法
は
指
名
推
選
に
よ
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。 

 
 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 
 

指
名
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
議
長
に
お
い
て
指
名
す
る
こ
と
と
い
た
し
、
補
充
員

の
順
序
に
つ
い
て
は
、
指
名
順
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
御
異
議
あ

り
ま
せ
ん
か
。 

 

（「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
岡
田
荘
史
君
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。 

よ
っ
て
、
議
長
に
お
い
て
指
名
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。 

 
 

補
充
員
に
、
石
川
友
幸
さ
ん
、
中
澤
延
子
さ
ん
、
北
原
勲
さ
ん
、
坂
井
宸
一
郎
さ

ん
、
以
上
四
名
の
方
を
指
名
い
た
し
ま
す
。 

 
 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 
 

た
だ
い
ま
指
名
い
た
し
ま
し
た
方
々
を
、
補
充
員
の
当
選
人
と
定
め
る
こ
と
に
御

異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 

（「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
岡
田
荘
史
君
） 

異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。 

よ
っ
て
、
た
だ
い
ま
指
名
い
た
し
ま
し
た
方
々
が
補
充
員
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

次
に
、
報
告
第
二
号
、
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
、
交
通
事
故
に
よ
る
損
害
賠

償
額
に
つ
い
て
、
理
事
者
の
報
告
を
求
め
ま
す
。 

 
 

黒
田
副
広
域
連
合
長
。 

 

○
副
広
域
連
合
長
（
黒
田
和
彦
君
） 

そ
れ
で
は
、
報
告
第
二
号
、
専
決
処
分
の
報
告

に
つ
い
て
、
御
説
明
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

本
件
は
、
昨
年
十
二
月
十
二
日
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
杏
寿
荘
の
職
員
が
、
千

曲
市
大
字
桜
堂
三
百
六
十
二
番
地
二
に
ご
ざ
い
ま
す
、
薬
局
の
駐
車
場
に
公
用
車
を

駐
車
し
よ
う
と
し
た
際
、
誤
っ
て
隣
接
す
る
建
物
に
衝
突
し
た
事
故
に
係
る
も
の
で

ご
ざ
い
ま
す
。損
害
賠
償
額
六
十
九
万
円
で
、千
曲
市
大
字
桜
堂
四
百
六
十
六
番
地
、

西
村
正
彦
氏
と
示
談
が
成
立
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
広
域
連
合
長
専
決
処
分
指
定
の

件
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
ま
し
て
、
三
月
十
九
日
付
で
専
決
処
分
を
行
い
ま
し
た
。 

以
上
、
地
方
自
治
法
第
百
八
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
御
報
告
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

 

○
議
長
（
岡
田
荘
史
君
） 

以
上
で
、
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。 

 
 

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
本
臨
時
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
案
件
の
審
議
は
、
全
て
終

了
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

次
に
、
広
域
連
合
長
か
ら
発
言
を
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
許
可
い

た
し
ま
す
。 

 
 

鷲
澤
広
域
連
合
長
。 

 
○
広
域
連
合
長
（
鷲
澤
正
一
君
） 

本
日
提
出
い
た
し
ま
し
た
案
件
に
つ
き
ま
し
て
、

原
案
ど
お
り
御
承
認
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
厚
く

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 
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本
広
域
連
合
の
運
営
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
圏
域
住
民
の
福
祉
向
上
を

願
い
、
関
係
市
町
村
と
協
力
し
な
が
ら
、
諸
事
業
を
確
実
に
実
施
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
議
員
の
皆
様
の
御
支
援
、
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

 
 

議
員
の
皆
様
に
は
、
年
度
初
め
何
か
と
御
多
忙
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
健
康
に

は
十
分
御
留
意
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
ま
す
ま
す
の
御
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
、
閉

会
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

○
議
長
（
岡
田
荘
史
君
） 

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
平
成
二
十
四
年
四
月
長
野
広
域
連

合
議
会
臨
時
会
を
閉
会
い
た
し
ま
す
。 

   
 
 
 
 

午
後
三
時
十
五
分
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地
方
自
治
法
第
百
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
署
名
す
る
。 

 

平
成
二
十
四
年 

 

月 
 

日 

     

議 
 
 
 
 

長 
 
 
 
 

  

副 
 

議 
 

長 
 
 
 

 

  

署 

名 
議 

員 
 
 
 
 

  

署 

名 

議 

員 
 
 
 

 
 


